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□センターからのお知らせ「霞ヶ浦 ECO フェスティバル 2025 開催報告」   

 令和７年８月 24 日の日曜日に、霞ヶ浦水質浄化強調月間最大のイベント「霞ヶ浦 ECO フェスティバル 2025」

を開催いたしました。 

 イベント当日は、市民団体等やセンターパートナー、湖沼環境、大気・

化学物質研究室、環境活動推進課により、環境・科学に関する体験・学

習・展示に関する 27 のブース出展等が行われましたほか、土浦市から

「つちまる」、龍ケ崎市から「まいりゅう」、桜川市から「さくりん」、

牛久市から「かっぱのキューちゃん」が登場し、来場者とのふれあいを

楽しみました。さらに、おもしろ理科先生の山本眞実さんを招聘し、実

験教室「空気砲を作り、的当てゲームをしよう！」を実施しました。ま

た、屋外では、地元の飲食店によるケータリング出店で賑わいました。

結果として、3,400 人の方にご来場いただきました。 

 センターパートナーの皆様には、「六角返しと万華鏡工作を楽しもう！」のブース出展に御協力いただきまし

た。深く感謝申し上げます。大変ありがとうございました。             （センター 圷） 

 

□霞ヶ浦 ECO フェスティバル 2025 に参加して 

フェステバル当日、センターパートナーとして、「六角がえし」と「光の万華鏡」の工作ブースを担当させて

いただきました。 

「六角がえし」は、３種類の絵がくるくるとエンドレスでかわる六

角形の紙の細工です。 

江戸時代には、すでに遊ばれていたようで文献が残っているそうで

す。 

工作の過程は、あらかじめ折り目がつけてあるので、折り目にそっ

て折り、１ヶ所糊付けするだけで、すぐに楽しめます。 

子供も大人も「手品みたい！」と好評でした。 

「光の万華鏡」は、紙コップ２個と分光フィルムを使い、組み立て

るだけで不思議体験ができるものです。 

身近かな照明などの光源に万華鏡をむけてのぞいてもらうと、美しい虹色の光が見えて歓声があがります。

（太陽は直接見ないようお伝えしています。） 

目に見えている光には、いろんな色が含まれていることもお伝えすると、またまた歓声があがっていました。 

今回は「光の万華鏡」の工作に、今までにない長蛇の列ができ、関心の高さがうかがえました。「学校でお友

達に見せてもらい、自分も作ってみたかった」、「お兄ちゃんがもってて私もほしかった」、「前も作ったけど、

また作りたかった」など、前宣伝がしっかりできていたようでした。 

工作の出来上がりを待っているあいだ、「お近くですか？」との声かけに始まる、来館者との会話のキャッチ

ボールも楽しいひとときでした。 

毎回、工作の下準備を完璧にしてくださるパートナーさんのおかげで、スムーズに進行させることが出来ま

した。今回も感謝です。ありがとうございました。                （パートナー 森田） 
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□第 22 回身近な水環境の全国一斉調査結果の報告 

活動のねらい 

本活動は平成 25 年 6 月の「第１０回身近な水環境の全国一斉調査」から続けて参加している活動です。 

第 22 回(令和 7 年)で連続 13 回参加しています。活動のねらいは次のとおりです。 

１、統一的なマニュアルに基づいて河川流域の多くの人たちが調査するので、面的につながりのある結果が得ら

れる。 

２、調査に参加した人たちとの連携を深めることができる。との背景からパートナー有志が参加しています。 

 

 
 

調査日及び参加者数：令和 7 年 6 月 8 日（日）4 名（パートナー浅野、小松、杉山、栗原） 

調査内容、方法：統一調査マニュアルに基づく気温、水温、試水水温、パックテストによる COD 測定、及びパート

ナー有志による透視度、電気伝導度を調査しました。この他、特記事項として水辺の状況・流れ・

濁り・散乱ごみ・川の変化についての意見（今と昔）、を実施しました。 

調査地点：調査地点は、下記 2 地点です。 

花室川（精進橋）、巴川（にのはし） 

 
 
 
調査地点 調 査 年 月

日 

天候 気 温

（℃） 

試水水

温（℃） 

透視度 

（cm） 

EC 

mS/m 

T-N 

mg/l 

T-P 

mg/l 

  COD 測定値（mg/l） 

１回目 ２回目 ３回目 

花室川 

（精進橋） 

R7.6.8 曇 28.9 23.0 44.5 26.4 ― ― 5 5 5 

巴川 

（にのはし） 

R7.6.8 曇 27.3 

 

22.9 67.0 26.8 ― ― 4 5 5 

※EC：電気伝導度を表す、数値が低いほど良い。T-N：全窒素、T-P：全リンを表す。COD：水の汚れ具合を表わし、数

値が低いほど良い 

特記事項  

花室川（精進橋）～流れなく、灰白色に濁っていた。両岸にアシ等が繁茂して、カラスの鳴き声聞こえる。 

巴川（にのはし）～水量多めで、流れゆっくり、濁り多少あり。両岸に雑草あるもごみ等は見られない。野鳥の 

         さえずり有るも姿、種類は確認できず。 

 
    

 

     
花室川（精進橋）R7.6.8           花室川（精進橋）R7.6.8          巴川（にのはし）R7.6.8 

（パートナー 浅野） 

○調査の概要 

○調査結果 

○活動状況及び調査地点の写真 
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□令和 7（2025）年度前期「霞ヶ浦湖岸植物定点観察活動」報告 

保全地の絶滅危惧種などの注目種を中心に観察した。掘削して２年目の池周囲や整地１年後の低地などで植生の推移を観
察した。生育地拡大中のナガエツルノゲイトウなど特定外来生物の状況について区外のオオバナミズキンバイも含め観察した。 

参加者:小幡先生、栗原先生、赤井、江川、木下、栗山、二階堂 

月/日          ABEFGHIJKL 区観察概況  (ⅠB･Ⅱ:絶滅危惧ⅠB 類･同Ⅱ類、準:準絶滅危惧、特外:特定外来生物) 

R7 

4/09 

ジャヤナギやタチヤナギが展葉と共に開花した。カワヤナギやオノエヤナギも新葉を広げ柳絮を飛ばし始めた。保全活
動を実施した生育地でヤナギトラノオ(県Ⅱ)が密生して伸び出し、ノウルシ(国県準)が黄色い葉と花序を広げ芳香を漂
わせていた。ヨシの筍状の新芽が伸び出し、ショウブやカサスゲ、ヌマアゼスゲ(国Ⅱ県ⅠＢ)の花穂が見られた。 

 

5/14 

ノイバラやスイカズラが花盛り、ヤナギトラノオ(県Ⅱ)、ウキヤガラやコウキヤガラの花が見られた。フトイが伸び出し、ドク
ゼリが白い大きな花序を付けた。ジョウロウスゲ(国Ⅱ県準)、ミコシガヤ、アゼナルコがそれぞれ特徴のある花穂を付け、ヌ
マアゼスゲ(国Ⅱ県ⅠB)、オニナルコスゲ、アサマスゲ(国準県ⅠB)の果穂が見られた。新出種ハナビゼキショウを確認した。 

 

6/11 

 シロネが開花しガマやフトイの花穂が多く見られた。ヒロハノコウガイゼキショウが花序を広げ、ジョウロウスゲ(国Ⅱ県準)

が多数の花穂を付けた。サデクサやホソバノヨツバムグラが開花し、ヤナギトラノオ(県Ⅱ)やドクゼリは実になっていた。ヤマ
アワが開花しオニグルミは実を結んだ。田村蓮田と手野湖岸に生育するオオバナミズキンバイが開花していた。 

 

7/09 

蓮田で白いハスの花が多く見られ湖岸で特定外来生物のミズヒマワリやナガエツルノゲイトウが伸⾧し花を付けた。カ
ンエンガヤツリ(国Ⅱ県準)が緑黄褐色の花序を付け、タコノアシ(国県準)が伸び始めた。掘削池周囲でアサザ(国準県Ⅱ)

の葉を確認した。ガマの果穂は暗褐色に熟し、ヒメガマが結実、コガマが開花した。セリやサネカズラの花が見られた。 

 

8/06 

 ヨシが出穂、水際のシロバナサクラタデの群生が花盛りだった。ツユクサやオオイヌタデが開花し、マツカサススキやイガ
ガヤツリが特徴のある花穂を付けた。ヨウシュヤマゴボウに多数の花序が付き実も見られた。特定外来生物では、伸⾧
したミズヒマワリが多数の花や実を付けた。ナガエツルノゲイトウのテラス状繁茂が目立ち、アレチウリの蔓が伸び出した。 

 

9/10 

猛暑が和らぎ、メドハギ、ツルマメ、タンキリマメ(県Ⅱ)など多種のマメ科植物の花が見られた。６月に出現したカンエ
ンガヤツリ(国Ⅱ県準)は伸⾧したヒメガマの間で果穂を付けていた。タコノアシ(国県準)が開花、ウスゲチョウジタデ(国県

準) と新出種のフタバムグラは花と実を付けていた。花序を付けたガガイモが数ヶ所で見られ、既に若い実もできていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                霞ヶ浦湖岸植物同好会(パートナー 二階堂) 

     
 
 
 

 

７月左からコガマ,ヒメガマ,ガマ(ガマ科)  ８月マツカサススキ(カヤツリグサ科)多年草  ９月タンキリマメ(マメ科)蔓性多年草 

4 月ノウルシ(トウダイグサ科)多年草    ５月ヤナギトラノオ(サクラソウ科)多年草   ６月ジョウロウスゲ(カヤツリグサ科)多年草 
開花した群生は春の湖岸を明るくする    低地の湿地で生き延びる氷期の遺存種   ふっくらした花穂が独特で分布は限定的 

ヒメガマは雄花序(上)と雌花序(下)に隙間  高い茎に小穂が密集した球形の花序    暖地性で初冬まで葉や赤莢と黒豆が残る 



4 
 

□令和 7（2025）年（5月～9月）魚類定点調査の報告 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

センター近くの湖畔 6地点で、2か月に 1 回、魚類調査および水質調査を継続して行っています。今年

の上半期の調査結果を報告します。今年の結果で特筆すべき点は、テナガエビが異常に多く採捕されたこ

と、特に 9 月は過去最高の数字を示しました。魚類ではツチフキ、アシシロハゼが多く採捕されたこと、

また、ワカサギが全く採捕されていないことなどが挙げられます。 

表 1. 水質調査結果（6地点の最高値と最低値） 

表 2. 魚類等採捕数（6地点の合計、各地点では投網を 4回打つ） 

調査者 

 パートナー： 中村、會田、福井、腰塚（昭） 

  職   員： 川西、久保谷、小幡  

                                   （センター 小幡） 

種  名 5 月 24 日 7 月 12 日 9 月 13 日 合  計 

ツチフキ 24 88 73 185 

アシシロハゼ 25 69   94 

タイリクバラタナゴ 23 16 32 71 

ボラ 61 10   71 

モツゴ 26 1 31 58 

ヌマチチブ 7 15 7 29 

ギンブナ 8 12 8 28 

ウキゴリ 9 1   10 

シラウオ    4 4 

ハス 2 1   3 

オオクチバス 2     2 

オイカワ    1 1 

スズキ 1     1 

ブルーギル    1 1 

魚類合計 188 213 157 558 

テナガエビ 232 400 4450 5082 

スジエビ 2 30   32 

甲殻類合計 234 430 4450 5114 

合   計 422 643 4607 5672 

測定項目 5 月 24 日 7 月 12 日 9 月 13 日 

天  候 曇り ～ 曇り 曇り ～ 曇り 晴 ～ 曇り 

時  刻 9:05 ～ 11:30 9:10 ～ 12:13 9:03 ～ 11:34 

気温(℃) 20.8 ～ 19.6 26.9 ～ 23.4 29.8 ～ 26.6 

水温(℃) 19.5 ～ 18.4 26.2 ～ 24.9 27.8 ～ 25.7 

透視度(cm) 21 ～ 13 30 ～ 17 32 ～ 18 

pH 8.2 ～ 7.6 8.1 ～ 7.6 7.8 ～ 7.1 

EC(mS/m) 28.1 ～ 27.3 29.5 ～ 28.5 30.5 ～ 29.3 
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□令和 7（2025）年度前期「パートナー霞ヶ浦クリーン UP 自主活動」報告 

今年度前期は、「熱中症警戒アラート」発出等天候不順が続いたため、残念ながら以下の実績に止まりました。 

１、令和７年度前期活動実績 

・活動日・活動時間： 令和 7 年 5 月 18 日（日）    午前 9 時～11 時頃 

・回 収 総 量： ３袋（回収の内訳：可燃→２袋 不燃→１袋 ※袋サイズ：７０Ｌ） 

・参 加 人 員： ４人 

２、令和７年度後期は、下記の日程で活動を計画しています。(原則第３日曜日：午前９時～11時頃) 

令和 7 年 10 月 19 日・11 月 16 日・12 月 21 日・令和８年１月 18日・２月 15 日・３月 15 日 

※ 環境の維持改善のため、皆さまのご参加をお待ちしています。 

（パートナー 佐伯） 

 

□令和 7（2025）年度前期「図書活動」報告 

1、文献資料室の図書紹介文の作成 

活動日は原則毎月第２、第４金曜日です。令和 7（2025）年度前期は計 13 日

活動しました。紹介した本は、新規購入図書（寄贈図書を含む）を中心に 42 冊

でした。紹介本は別掲「令和 7（2025）年度前期図書紹介本一覧」のとおりで

す。また、紹介本そのものはセンター２階交流サロンの「パートナーが選んだ

おすすめの本コーナー」に有りますので、どうぞご覧下さい。 

参加パートナー（浅野、高石、古田、小松） 

２、読み聞かせ活動 

文献資料室所蔵の絵本、紙芝居等の中から自

然保護や水質汚染、地球温暖化など環境問題を

題材にしたものを中心に読み聞かせ実演して

います。 

活動日は原則毎月第４土曜日の午前 11 時～

／午後 2時～の２回です。令和 7（2025）年度

前期の活動は 6日間、午前、午後の計 12回の実演でした。参加者は大人 90 人、子ども 105 人の計 195人でし

た。参加者にはパートナー手作りの「しおり等」をプレゼントしています。また、参加者の増加を目指してパ

ートナーによるマジックの実演も取り入れて居ります。 

参加パートナー（浅野、森田、戸嶋、小松、江畑、岡田、出田）            

（パートナー 浅野） 

□令和 7（2025）年度前期図書紹介本一覧 

書    名 著  者  名 出 版 社 

野鳥図鑑 柴田 佳秀 日本文芸社 

食品工場のしくみ 河岸 宏和 同文館出版 

農家が教える よもぎづくし 農文協 農文協 

地下水の世界 榧根 勇 日本放送出版協会 

おもしろすぎる山図鑑 YAMAP ひげ隊長 主婦の友社 

はじめての自然科学 366 角川の集める図鑑 GET 編集部 KADOKAWA 

マイクロプラスチック 大原 隆明 金の星社 
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書    名 著  者  名 出 版 社 

日本の恐竜 冨田 幸光 鳳書院 

奇妙で不思議な土の世界 英国王立園芸協会 ジャクリーン・ストラウ

ド 

創元社 

アオコが消えた諏訪湖 信州大学山岳科学総合研究所 沖野外 輝夫 

花里 孝幸 

信州毎日新聞社 

ドラえもんの理科おもしろ攻略 物質（空気・水・水よ

う液）がわかる 

浜学園 キャラクター原作：藤子・F・不二雄 小学館 

ドラえもん科学ワールド スペシャル みんなのため

の科学入門 

藤子プロ 縣 秀彦 小学館 

古生代水族館 こた 監修：中島 保寿 大泉書店 

地球の歩き方 茨城 地球の歩き方編集室 Gakken 

自然の一生図鑑 林 良博 成文堂新光社 

おーい めだか 島津 和子 福音館書店 

医者が見つけた 健康な体をつくる水の飲み方・選び方 藤田 紘一郎 KK ロングセラーズ 

ハチのおしごと 井手 竜也 技術評論社 

身近な水の環境科学 第 2 版 日本陸水学会東海支部会 朝倉書房 

3 歳から親子でできる！おうち実験＆あそび いわママ ワニブックス 

さようなら プラスチック・ストロー 文：ディー・ロミート 絵：ズユェ・チェン 光村教育図書 

百歳のかたりべ 木田余の昔はなし 羽成 力夫 筑波書林 

知って楽しいカワセミの暮らし 笠原 里恵 緑書房 

そうだったのか！身のまわりの流れ 井口学 横田芳昭 植村知正 電気書院 

うかぶかな？しずむかな？ 文：川村康文 写真：遠藤宏 岩崎書店 

里山のいきもの百物語 大島 健夫 メイツ出版 

わかさぎを読む 増田 賢嗣 生物研究社 

せいかつからまなぶ！4・5・6・さいの なぜなに SDGｓ 汐見 稔幸 世界文化社 

うしろにいるのだあれ のはらのなかまたち 絵・作：ふくだとしお+あきこ（accototo） 幻冬舎 

はたらく土の虫 藤井 佐織 瀬谷出版 

根っこのふか～い世界 中野 明正（監修） 文研出版 

茨城はこうして変わった 松原 孝臣 KADOKAWA 

命を守る食卓 鈴木 宣弘 宝島社 

空気のふしぎ 監修：山崎 詩郎 構成・文：荒舩 良孝 岩崎書店 

海獣学者、クジラを解剖する。 田島 木綿子 山と渓谷社 

霞ケ浦・北浦釣りガイド MAP 佐々木 徹 つり人社 

しょっかく（虫のからだ 3） 新開 孝 岩崎書店 

じぶんでよめる はなずかん 成美堂出版編集部 成美堂 

ヤバい“食”潰される“農” 藤井 聡 堤 未果 ビジネス社 

わかりやすくおもしろい海の学校 藤倉 克則 ニュートンプレス 

野球しようぜ！大谷翔平ものがたり 文：とりごえ こうじ  絵：山田 花菜 世界文化社 

13 歳からの環境学 未来世代からの叫び 古庄 弘枝 藤原書店 

（パートナー 浅野） 



7 
 

□「私の細道」 （その 54） 大垣 

やっと大垣、ついに大垣に来た、という思いがする。大垣では大勢の旧知の仲間が出迎え、曽良も伊勢より、

越人も馬で駆け付けたとある。大垣には藩士の中に芭蕉の弟子が多い。「おくのほそ道」に記載されている如行

も前川も荊口も藩士である。なお、如行は致仕とあるので、この時は浪人。この近藤如行がまとめ役なのであ

ろうか、芭蕉は大垣滞在の 14～15 日間、如行の家に寝泊まりしている。「おくのほそ道」の大垣の最終章段を

読めば、「日夜訪ひて、蘇生の者に会ふがごとく、かつ喜びかついたはる。」とある。めでたし、めでたし、か？ 

歌枕を訪ねた文学作品の最終章をこう飾っているのだ。 

 

蛤のふたみに別れ行く秋ぞ      芭蕉 

 

私は、大垣を 2度訪れる機会があった。1度目は、平成 29年（2017）10 月 27 日。大学の同期会の１泊旅行

で愛知県蒲郡温泉に来た折、ほとんどが神戸をはじめ関西から参加していたが、次日、皆と別れた後、東海道

本線でひとり大垣に寄り道をした。その年の 6 月に「私の細道」で松島辺りをうろうろしていた時期である。

後半の行程をすっ飛ばして結びの地へ行く機会となり、わくわく

感があった。名古屋―岐阜を過ぎ、大垣駅を降りると、もう芭蕉

の街であり、水門川沿いに「おくのほそ道」の行程順に約２㌔の

句碑が続く「ミニ奥の細道」。その終着の場所には、蛤塚と呼ば

れている句碑も認められる。記念館があり、黛まどかのナレーシ

ョンで全行程の AV シアターを鑑賞できた。 

 それから 6 年後、令和 5 年（2023）8 月 31 日の 4 人による芭

蕉追随旅。我々夫婦と妻の姉夫婦は、義兄の車で敦賀からこの地

に入った。大垣は湧水の町である。「ミニ奥の細道」の丁度中間

地点に八幡神社があり、ここにも湧水の場所がある。義兄は早速

旨い水割りをと湧水を酌む。ここには市振の句碑がある。義姉と

妻と私の 3 人は芭蕉行のその後の句碑を追って水門川沿いに記念館まで歩いた。車の義兄が待っていた。皆で

記念館内を見学して、喫茶室でコーヒーの時間も取った。展示室も AV シアターも 6 年前より洗練されている。

続いて、車で大垣駅付近の愛宕神社に移動し、3 人は、矢立の初「行く春や」の句碑から川沿いを義兄の待つ

八幡神社まで歩いた。これで、再び「ミニ奥の細道」行を完遂したことになる。 

 芭蕉が曾良と深川を旅立ったのは元禄 2年 3月 20 日（又は 27 日）、大垣に着いたのが 8 月 20 日。約半年の

旅であった。大垣には 14 日ほど滞在したが、その間、近藤如行の宅を宿としたようである。9 月 3日に曾良が

長島から大垣に来ているので、それ以降の記録は曾良の日記から知ることはできる。越人が大垣に来たのも 9

月 3 日らしい。 

 大垣の「ミニ奥の細道」の結びの地には、芭蕉を丁重に出迎え

る谷木因の像がある。「おくのほそ道」に木因の名は出てこない

が、曾良の随行日記の 9月 3日に木因が現れる。芭蕉に会う為に

大垣に来た曾良はまず木因の家を訪れる。木因は舟問屋で、芭蕉

とは旧知の俳人であり、大垣蕉門の代表格である。そして、6日

には、木因の船で「伊勢の遷宮拝まんと」まずは長島に出向く事

となる。この船には、芭蕉・曾良と共に、木因・如行・路通そし

て今一人が同船し途中まで送ったとある。 

 曾良の旅日記によると、伊勢神宮参拝後、９月１５日に曾良は

芭蕉や路通と別れて長島に戻った。体調も崩しており、静養した

かったのであろう。したがって、その後の芭蕉の動向については

水門川沿い 

芭蕉像と木因像 
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判然としないが、伊賀上野に戻ったようである。そして、芭蕉は上野の周辺をうろうろする。京の落柿舎で

去来に不易流行を説き、湖南にある膳所の義仲寺無名庵に滞在して越年したことなどが一般に流布されてい

る。芭蕉が江戸に戻ったのは元禄４年１０月であるが、「おくのほそ道」は、この江戸帰還中に執筆され、

元禄７年４月頃に素龍清書本が完成したといわれている。同７年５月にまた旅に出て西に向かい、名古屋・

伊賀上野・京など転々としている折に、１０月１２日に大坂で倒れ、客死することとなる。遺言により膳所

の義仲寺に埋葬される。享年５１歳であった。 

思えば、平成 23 年（2011）から始めた芭蕉の追随行は 12 年、この「香澄」への投稿は 14 年が経過して

いた。私の６６歳から８０歳までの人生の余暇を利用した経験談に相当する。途中、コロナ下で「おくのほ

そ道」追随行を中断せざるを得なくなり、「鹿島詣」関連談も挿入したが、後半部分で、義姉夫妻の協力を

得ての４人旅となり、完遂することが出来た。 

 「私の細道」は、これにて了と致したい。長年、本稿を支えて下さった「香澄」編集委員の皆様に深く感

謝致します。                                 

（パートナー 小松） 

 

 

 

 

 

新しくパートナーに登録されたみなさまです。よろしくお願いいたします。 

古
ふる

 谷
や

 真
ま

 帆
ほ

   前
まえ

 野
の

 祐
ゆ

里奈
り な

    田野倉
た の く ら

 圭
けい

 亮
すけ

 

 
（古谷パートナーからひと言） 
霞ヶ浦の周りをサイクリングしたり散策したりする中で、四季折々の霞ヶ浦に魅せられ、センターの活動

に参加したいと思うようになりました。 
まだ活動への参加は数えるほどではありますが、先輩パートナーの皆さまが熱心に取り組まれている姿を

拝見し、大きな学びと刺激をいただいております。よろしくお願いします。 
 

（前野パートナーからひと言） 
小学校時代に霞センターにて水質調査をしたことで環境に興味を持ちました。 
活動をとおして、新たな発見ができることを楽しみにしております。 
 

  

＊＊＊＜編集後記＞＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 長かった夏もその矛先を納め、漸く秋の気配が駆け足でやってきました。酷暑の中でのパートナー活動お

疲れ様でした。そのご労苦に報いることはかないませんが、活動の成果をお伝えすることで少しでも励みに

なれれば幸いです。 

 今号にも沢山のご執筆を下さいましてありがとうございました。また、新たに活動にご参加下さいます、

新パートナーの方々宜しくお願い致します。歓迎申し上げます。 

特にパートナー小松俊夫さんによる「私の細道」は、今号の「私の細道（その５４大垣）」で完結とのこ

と。振り返れば芭蕉と曾良が旅立つた東京・深川を記述した香澄（通巻２９号）2012 年 10 月１日発行掲載

の「私の細道（芭蕉庵その１）から 14 年、54 回にわたる連載でした。過去の旅行先とダブルと、その光景

が目に浮かぶ紀行文の連載でした。パートナー小松さん、長い間の執筆寄稿ありがとうございました。 

                     （パートナー 浅野、栗原） 

 

 

「香澄」編集委員会 ：浅野明宏、有吉潔、栗原繁、樽見博文 

新加入パートナーのご紹介（敬称略） 


